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練

松
井
　
透
著

『
イ
ギ
リ
ス
支
配
と

　
　
　
　
イ
ン
ド
社
会
』

　
本
書
は
、
　
一
九
世
紀
初
頭
の
第
二
次
マ
ラ
ー
タ

戦
争
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
領
に
加
え

ら
れ
た
、
北
イ
ン
ド
現
ウ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
の
メ

ー
ラ
ト
県
に
焦
点
を
あ
て
、
一
九
世
紀
前
半
の
同

地
域
で
の
「
植
民
地
社
会
の
形
成
」
の
実
態
に
迫

ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
代
は
一
八
三
〇
年

代
に
限
定
さ
れ
る
が
、
同
地
域
は
そ
の
二
〇
年
後

に
民
族
大
反
乱
の
舞
台
と
な
る
。
書
名
か
ら
明
ら

か
な
ご
と
く
、
設
定
さ
れ
た
観
点
は
イ
ギ
リ
ス
支

配
と
イ
ン
ド
社
会
の
二
つ
で
あ
り
、
一
方
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
問
題
に
他
方
の
観
点
か
ら
答

を
出
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
視

角
を
忠
実
に
反
映
し
、
全
体
は
三
章
か
ら
構
成
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
に
は
「
イ
ギ
リ
ス
支

配
の
虚
像
と
実
像
」
、
第
二
章
に
は
「
イ
ン
ド
社

会
の
光
と
影
」
の
標
題
が
掲
げ
ら
れ
、
第
三
章
が

結
論
部
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
支
配
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
素
材

は
、
メ
ー
ラ
ト
県
副
徴
税
宮
代
行
ヘ
ン
リ
ー
・
エ

リ
オ
ッ
ト
で
あ
り
、
彼
の
残
し
た
同
県
地
曳
行
政

に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
地
税
と
り
き
め
業
務

に
つ
い
て
定
め
た
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
一
八
二
二
年
第

七
条
例
は
、
低
開
発
国
へ
の
、
社
会
科
学
上
の
理

論
的
成
果
導
入
の
先
駆
的
試
み
で
あ
り
、
リ
カ
ー

ド
の
地
代
論
を
立
案
の
根
拠
と
し
て
い
た
。
し
か

し
そ
の
実
施
状
況
が
惨
憺
た
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、

同
条
例
の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
、
実
務
の
簡
素
化

を
狙
っ
て
、
一
八
三
三
年
第
九
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
エ
リ
オ
ッ
ト
の
任
務
は
そ
の
施
行
を
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
旧
条
例
は
、
煎
詰
め
れ
ば
、
差
額
地
代
を
全
体

額
と
し
て
算
出
し
、
そ
れ
を
土
地
所
有
者
と
政
庁

の
間
で
配
分
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
た
が
、
問
題

は
、
こ
の
差
額
地
代
の
理
論
上
の
性
質
と
、
そ
れ

を
北
イ
ン
ド
の
現
実
の
中
で
ど
う
捕
捉
す
れ
ば
よ

い
の
か
が
、
地
車
と
り
き
め
担
妾
官
た
ち
に
と
り

不
明
確
な
こ
と
に
あ
っ
た
。
で
は
新
条
例
は
旧
条

例
の
ど
の
風
調
を
残
し
、
ど
の
部
分
を
廃
棄
し
た

の
か
。
土
地
所
有
者
と
政
庁
の
取
り
分
の
比
を
一

対
五
を
下
限
と
し
て
定
め
た
条
文
が
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
英
本
国
で

は
許
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
高
率
の
収
奪
を
続
け
る

彼
ら
に
と
り
、
現
行
シ
ス
テ
ム
こ
そ
生
産
的
経
済

活
動
へ
の
課
税
を
低
く
抑
え
る
も
の
な
の
だ
と
正

当
化
し
て
く
れ
る
「
権
威
あ
る
経
済
理
論
」
は
、

と
う
て
い
捨
て
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
た
。
他
方
、
新
条
例
は
、
従
来
の
複
雑
な

調
査
方
式
に
よ
る
純
生
産
額
の
算
出
を
不
要
に
し

た
。
し
か
し
経
験
的
な
地
代
額
探
知
へ
の
努
力
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
イ
ギ
リ
ス
人
の
地

代
論
へ
の
強
い
執
着
が
看
取
さ
れ
る
。
勤
勉
に
は

報
酬
、
遊
惰
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
と
い
う
課
税
方

式
の
公
正
さ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
官
吏
に
と
っ
て
は

自
明
だ
っ
た
。
だ
が
、
具
体
的
作
業
手
順
を
示
す

段
に
な
る
と
、
地
代
論
の
理
論
的
枠
組
み
は
無
用

の
長
物
で
し
か
な
く
、
イ
ン
ド
伝
統
の
地
税
制
度

を
基
準
に
し
、
そ
の
調
査
・
改
訂
に
専
心
す
る
と

い
う
色
彩
が
強
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
エ
リ
オ
ッ
ト
に
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明

の
子
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
く
、
地
代
論
の

大
筋
を
前
提
に
し
て
の
職
務
遂
行
に
努
め
て
い
た
。

し
か
し
彼
は
、
イ
ン
ド
社
会
・
文
化
に
興
味
を
持

ち
、
そ
れ
を
む
や
み
に
壊
す
べ
き
で
は
な
い
と
の

心
情
を
共
有
す
る
知
歯
派
の
系
譜
に
属
す
る
人
物

で
あ
り
、
矛
盾
す
る
複
数
の
原
理
を
現
実
の
中
に

と
り
こ
ん
で
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
に
事
態
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
備
え
て
も
い
た
。

村
々
を
順
次
訪
問
し
な
が
ら
行
な
わ
れ
る
地
墨
と
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賜田

り
き
め
作
業
が
イ
ン
ド
社
会
に
波
紋
を
広
げ
て
ゆ

く
中
、
自
ら
の
良
識
へ
の
強
い
自
信
に
支
え
ら
れ

て
行
動
す
る
一
イ
ギ
リ
ス
人
エ
リ
オ
ッ
ト
の
姿
が
、

い
き
い
き
と
描
き
出
さ
れ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
残
し
た
デ
ー
タ

を
手
掛
り
に
、
当
時
の
メ
ー
ラ
ト
県
の
有
様
が
詳

細
に
再
現
さ
れ
る
。
三
・
四
・
五
節
は
、
付
録
図

衰
に
収
め
ら
れ
た
統
計
史
料
の
解
析
に
あ
て
ら
れ

て
お
り
、
後
学
の
徒
に
と
っ
て
極
め
て
刺
激
的
な

部
分
で
あ
る
。
戦
乱
期
に
荒
廃
し
た
同
県
で
あ
っ

た
が
、
平
和
が
回
復
す
る
に
つ
れ
、
復
興
の
き
ざ

し
を
見
せ
始
め
て
い
た
。
そ
こ
で
更
に
、
戦
禍
が

及
ん
だ
の
は
ど
の
地
域
で
あ
り
、
ど
こ
が
復
興
し

は
じ
め
て
い
た
の
か
に
ま
で
注
目
す
る
と
、
同
一

県
内
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
種
々
の
事
情

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

第
六
節
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
自
然

的
条
件
、
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
（
特
に
主
要
な

居
住
カ
ー
ス
ト
）
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
、
課
税
の
便
宜
の
た
め
、

住
民
の
間
の
所
有
権
有
無
の
区
別
を
は
っ
き
り
と

し
た
形
で
表
わ
そ
う
と
企
て
た
。
し
か
し
、
イ
ン

ド
社
会
伝
統
の
地
代
は
原
理
的
に
収
穫
の
一
定
割

合
を
徴
集
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
差
額
地
代

と
み
な
す
こ
と
は
元
来
無
理
で
あ
っ
た
。
「
正
当

な
」
課
税
対
象
が
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
み
つ
か
ら

ぬ
、
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
直
面
し
た
三
型

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
小
作
形
態
の
分
析
の
中
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
　
（
第
八
節
「
耕
作
者
、
自
作
と

小
作
」
）
。
第
九
節
「
土
地
所
有
」
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
的
視
点
か
ら
の
研
究
の
蓄
積
の
み
を
用
い
、

イ
ギ
リ
ス
支
配
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
土
地
制
度
を

イ
ギ
リ
ス
支
配
が
定
義
し
た
用
語
で
説
明
し
て
植

民
地
支
配
期
に
つ
い
て
は
事
足
れ
り
と
す
る
研
究

姿
勢
、
逆
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
持
ち
こ
ん
だ
道
具

だ
て
す
べ
て
を
切
り
捨
て
、
「
純
粋
に
イ
ン
ド
的
」

な
村
落
生
活
だ
け
を
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
の

双
方
が
批
判
さ
れ
、
具
体
的
な
土
地
所
有
形
態
を

復
元
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
仮
説
の
検
証
が
試
み

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
支
配
成
立
時

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
土
地
所
有
が
メ
ー
ラ
ト

の
地
域
社
会
内
に
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
へ

分
け
入
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
土
地
所
有
と
課
税

の
原
理
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
独
自
の
方
法
を
押
し
通

し
た
。
そ
し
て
一
八
一
二
〇
年
代
に
は
、
意
図
し
た

ほ
ど
の
強
度
で
は
な
か
っ
た
が
、
二
定
の
衝
撃
を

同
県
の
土
地
所
有
に
与
え
、
持
分
権
の
記
録
、
土

地
の
分
割
を
進
め
て
、
共
同
体
内
の
力
関
係
に
も

変
動
を
生
じ
さ
せ
始
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
。

　
北
西
州
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
支
配
は
、
そ
れ
を

末
端
部
分
で
担
う
組
織
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
も

の
を
利
用
す
る
ほ
か
方
途
が
な
か
っ
た
た
め
、
昏

々
を
そ
の
統
制
下
に
取
り
こ
ん
だ
が
、
村
以
上
の

レ
ベ
ル
の
地
域
組
織
に
つ
い
て
は
無
視
し
た
。
結

果
、
地
域
社
会
の
ま
と
ま
り
は
弱
化
し
、
個
励
的

要
困
の
顕
在
化
、
個
別
的
利
益
主
張
の
横
行
と
い

う
方
向
へ
、
植
民
地
社
会
は
動
き
始
め
る
こ
と
に

な
る
（
第
一
〇
節
「
地
域
社
会
」
）
。

　
第
三
章
で
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
手
に
な
る
メ
ー

ラ
ト
県
の
農
作
統
計
を
利
用
し
、
農
畏
た
ち
が
何

を
栽
培
し
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
か

が
描
か
れ
、
つ
い
で
エ
リ
オ
ッ
ト
が
報
告
書
に
そ

の
調
査
結
果
を
挿
入
し
た
メ
ー
ラ
ト
郡
ジ
ャ
ウ
タ

リ
村
の
事
例
が
考
察
さ
れ
る
。
同
村
農
民
は
、
所

与
の
条
件
を
十
分
置
利
用
し
て
よ
り
多
く
耕
し
、

灌
概
施
設
を
有
効
に
活
用
し
た
揚
句
、
最
高
率
の

税
を
課
せ
ら
れ
る
破
昌
に
陥
っ
た
。
地
税
支
払
い

に
苦
し
み
、
つ
い
に
差
押
え
を
受
け
、
競
売
に
付

さ
れ
て
、
村
全
体
が
金
貸
し
・
商
人
の
手
に
渡
っ

て
し
ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
囑
え
た
「
文
明
の

統
治
」
（
こ
こ
で
は
地
代
論
）
は
、
前
提
条
件
を

誤
認
し
、
理
論
及
び
そ
の
適
用
方
法
の
両
面
で
欠

陥
を
含
ん
で
い
た
た
め
、
結
局
、
現
状
尊
重
の
立

場
（
土
地
に
対
す
る
課
税
で
な
く
、
農
業
生
産
に
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対
す
る
課
税
）
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

全
体
的
脈
絡
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
導
入
さ
れ
た
薪

制
度
が
、
伝
統
文
化
の
一
部
を
破
壊
し
つ
つ
、
歯

冠
に
従
来
の
制
度
を
部
分
的
に
残
し
、
あ
る
い
は

強
化
さ
え
す
る
と
い
う
「
選
択
的
石
化
現
象
」
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
全
体

の
結
論
で
も
あ
ろ
う
。

　
取
り
扱
い
の
困
難
さ
の
窺
わ
れ
る
手
書
き
資
料

が
縦
横
に
駆
使
さ
れ
、
本
来
無
味
乾
燥
な
も
の
で

あ
る
は
ず
の
公
務
文
書
が
本
書
で
は
雄
弁
で
あ
る
。

鮮
や
か
に
加
工
処
理
さ
れ
た
数
的
デ
ー
タ
は
、
植

民
地
支
配
の
具
体
的
デ
ィ
テ
ー
ル
を
も
照
ら
し
出

す
。
読
み
進
む
う
ち
、
読
者
は
、
教
授
の
主
宰
さ

れ
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
特
殊
講
義
に
、

参
加
を
許
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
思
い
を
味
わ
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
（
B
5
判
　
四
〇
五
頁
　
　
一
九
八
七
年
酔
言
月

　
　
　
　
東
京
大
学
出
版
会
　
　
一
八
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
毅
彦
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

神
戸
大
学
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
編

日
本
史
研
究
室

『
中
川
家
文
書
』

本
書
は
、
神
戸
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に

所
蔵
さ
れ
る
、
も
と
豊
後
岡
（
竹
田
）
藩
主
中
川

家
伝
来
の
文
書
二
八
三
点
（
包
紙
や
袋
の
み
の
も

の
を
除
け
ば
二
四
～
点
）
を
、
高
尾
一
彦
・
藤
井

譲
治
・
横
田
冬
彦
の
三
曲
を
中
心
に
、
大
学
院
学

生
ら
も
協
力
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
川
氏
は
、
摂
津
豊
島
郡
中
川
村
が
本
貫
地
と

い
わ
れ
る
摂
津
国
人
の
一
人
で
、
織
田
信
長
の
上

洛
後
茨
木
城
主
と
な
っ
た
瀬
兵
衛
清
秀
が
中
興
の

祖
と
さ
れ
る
。
山
崎
の
戦
で
は
、
清
秀
は
羽
柴

（
豊
匿
）
秀
吉
の
先
陣
を
つ
と
め
て
活
躍
、
以
後

秀
吉
に
属
し
、
賎
ケ
岳
の
戦
で
は
大
岩
山
を
守
っ

て
討
死
し
た
。
後
を
つ
い
だ
嫡
子
秀
政
は
播
磨
三

木
城
主
と
な
り
、
朝
鮮
出
兵
に
従
軍
し
た
が
、
陽

智
付
近
で
鷹
狩
の
最
中
に
伏
兵
に
あ
っ
て
殺
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
秀
吉
に
は
「
無
人
二
て
番
所
見
及

罷
出
、
待
伏
に
逢
手
負
候
て
、
相
果
候
」
と
報
告

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
秀
吉
は
覚
悟
な
き
曲
雷
と
怒

っ
た
が
、
父
清
秀
の
忠
節
に
免
じ
て
、
秀
政
の
弟

秀
成
に
跡
目
が
安
堵
さ
れ
た
。
秀
成
は
文
禄
二
年

（一

ﾜ
九
一
二
）
豊
後
岡
六
一
力
六
千
石
に
晶
移
制
珂
、
閾
剛

ケ
原
の
戦
に
は
徳
川
家
康
に
通
じ
た
。
も
っ
と
も

秀
成
は
時
．
に
豊
後
に
い
た
た
め
大
き
な
戦
功
の
機

会
は
な
か
っ
た
が
、
所
領
の
保
持
に
成
功
し
、
子

孫
は
岡
蕃
七
万
石
余
を
領
し
て
明
治
維
新
に
い
た

っ
た
。
中
川
氏
は
、
こ
う
し
て
、
畿
内
の
国
人
か

ら
、
信
長
、
秀
吉
の
時
代
と
関
ケ
原
、
さ
ら
に
は

大
阪
の
陣
を
の
り
こ
え
て
近
世
大
名
に
転
進
し
た
、

数
少
い
大
名
の
一
人
で
あ
る
。

　
本
書
収
載
の
文
書
は
、
以
上
の
清
秀
・
秀
政
・

秀
成
の
三
代
、
お
よ
び
秀
成
の
子
久
盛
、
孫
久
清

時
代
の
も
の
が
大
半
を
し
め
る
。
発
給
者
か
ら
み

れ
ば
、
織
田
信
長
は
、
天
正
八
年
の
朱
印
状
が
一

通
の
み
で
あ
る
が
、
秀
吉
は
七
二
点
、
う
ち
四
点

は
花
押
を
す
え
た
書
状
、
朱
印
状
は
実
に
六
八
点

（
た
だ
し
う
ち
三
点
は
写
）
に
達
す
る
。
秀
政
の

不
慮
の
死
の
あ
と
秀
成
に
跡
目
を
安
堵
し
た
（
天

正
二
十
年
）
極
月
六
日
付
の
朱
印
状
も
む
ろ
ん
含

ま
れ
る
。
つ
い
で
豊
臣
秀
次
五
点
、
豊
臣
秀
頼
五

点
、
徳
川
家
康
一
一
点
、
徳
川
秀
忠
五
二
点
、
と

朱
印
状
や
黒
印
状
が
あ
り
、
以
上
で
全
体
の
三
分

の
二
近
く
を
し
め
る
。
い
ず
れ
も
本
書
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
る
新
史
料
で
あ
る
。

　
織
豊
期
か
ら
江
戸
初
期
の
新
史
料
、
し
か
も
秀

吉
や
将
軍
家
の
朱
印
状
・
黒
印
状
等
を
中
心
に
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
新
た
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
だ

け
で
も
驚
異
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も
以
上
の
中

川
氏
の
歴
史
と
か
さ
ね
合
せ
て
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
も
の
が
多
い
。
と
り
わ
け
六
八
点
も
の
秀
吉
の

朱
印
状
は
、
中
川
玩
や
豊
臣
政
権
の
重
要
な
新
知

見
を
多
数
含
ん
で
い
る
し
、
秀
吉
朱
印
状
自
体
の
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